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【学校教育目標】 

 

 

 

 

【めざす生徒像】 

 

 

 

 

 

 

【付けたい資質・能力】 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす教職員像】 

 

自ら学び 共に励み 志をもって 未来を拓く子どもの育成 

～かしこく やさしく たくましく～ 

かしこく 

 

読解力 

対話力 

テキストを読み解く 

考えをもつ 

交流し、深める 

自己指導力 
自己調整力 

 

 

人権意識 

実践行動力 

自己有用感 

共有 

人権感覚 

実行する力 

 

家庭との 

連携・協働 

・家庭学習と

授業の連動 

・進路実現 

・生徒につい

ての認識の共

有 

・PTA活動 

・授業参観 

・家庭訪問 

・個人懇談会 

・学校評価ア

ンケート 

 

主体性・計画性 

明るさ 

調整する 

粘り強さ 

 

地域との 

連携・協働 

・地域教材 

・安全 

（通学・防災 

 防犯） 

・保小連携 

・小中高連携 

・SDGｓ 

・部活動指導 

・学校図書館 

 

京都京北学校運営協議会 

生徒達の自己実現のた

めに、学びの質を高め

る工夫を考え、実践す

る教職員 

たくましく やさしく 

自己指導力 

自己調整力 

互いに切磋琢磨しつ

つ、危機管理を行い、

チームで取り組む教職

員 

生徒理解に努め、人権

感覚を磨き、一人一人

に丁寧に指導をする教

職員 

京北地域への理解を進

め、保護者や地域と連

携して取り組む教職員 

やさしさを土台にして 
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スタートカリキュラムのもと、学校生活への安心感を培いながら、京北の四季を観察する
など、具体的な活動や体験を取り入れた授業を行う １年 

確かな学力の定着・生活習慣を身につけ、１ｓｔステージのリーダーとして下級生をまと
める。また、計画的に取り組み、問題に対して主体的に解決しようと能力を育む。 ４年 

一部教科担任制と５０分授業を導入し、１ｓｔステージで培った学びの基礎・基本を生か
して、活用する力を伸ばし、協働的な学びへとつなげる。 ５年 

これまでの学習を基に、３年から始まる社会科や理科の学習等でより発展的に学習に取り
組む。しっかり聞き、はっきり話し、学び合いながら、自分の考えを持てるようにする。 ３年 

聞くこと、話すこと、協力することなど、積極的に授業に参画する態度や学習のルールを
身に付け、主体的に学習をするための基礎を育む。 ２年 

下級生との取組を通して、２ｎｄステージのリーダーとしての自覚を高め、深い学びへの
学習過程の定着と自らの生き方を考える力を育む。 ７年 

前期課程の集大成として、学びを継続・発展させ、単級力・活用力のさらなる向上を図
り、知識がつながり構造化される深い学びをできるようにする。 ６年 

最上ステージのリーダーとして、地域創生に向けた提言を行う等により、全校生徒の道標
となる集団づくりを進め、自己実現に向けて努力し続ける態度を育む。 ９年 

進路に関する調べ学習や職場体験等の生き方探究教育を通して、社会と自己との関係を探
究しながら、自らの進路や生き方を見据え、積極的に学ぶ力を育む。 ８年 
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